
ひなたぼっこ からの お便り
2024年６月号

新しい環境に移り、大型連休を越え、運動会を終えた子はさらに、戸惑いながらこの大波
を乗り越えた様子がはっきり見えてきました。
ひなたぼっこでの過ごし方の流れに乗って、それぞれに安心して支援を受けています。
波を越えた経験からか、ほとんどの子が目覚ましい成長を見せてくれているので、これか

らが楽しみです。
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児童発達支援

５月の活動は、ケンケンパなどと数合わせを組み合わせた
サーキットトレーニング。
ほとんどの子がケンケンをじょうずにできません。それでも
帰りの車の中で尋ねると、口をそろえて「たのしい」と答えて
くれました。見ていてだんだんじょうずにできるようになりま
した。
数合わせは、リンゴの種と数字を合わせますが、大きなかず
になるとじょうずに数えられない子もいました。

ひなたぼっこでの過ごし方の目標に変化がみられます。始まっ
て２か月、二つ目の目標にチャレンジする子がいます。前回覚え
ていなかったお友達や先生の名前を覚える練習をして通ってくる
子もいます。自分で目標を決めて、一つずつ苦手なことができる
ようになることを、スタッフと一緒に喜んでいます。
児童発達支援の子たちもそうですが、子どもの成長のお手伝い
ができている実感を、私達スタッフも一緒に感じる毎日を送って
います。

放課後等デイサービス

★子どもさんのご利用時の状況についてお話させていただきたいと思います。
ご都合をLINE或いはお電話、連絡帳にてご連絡ください。
（ご来所時、印鑑をご持参ください）
★堀川心理士が「ばっぷくどん」というお便りを発行されています。
ご興味のある方はお声かけください。メールやLINEでお届けします。

日中の暑さと朝晩との気温差がなかなか
縮まりませんでしたが、いよいよ梅雨を迎
え、夏が来ます。
先月は運動会があって練習疲れが見られ
る子どもさんはいましたが、体調を崩す子
どもさんはあまりいませんでした。今月も
元気に過ごして欲しいと思います。


	スライド 1

